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１．はじめに 

近年、循環型社会への関心が高まるにつれ、建設業界においても建設廃棄物の再資源化が求められている。

中でも、一般に産業廃棄物に分類される建設汚泥は、コンクリート塊やアスファルト塊が 100%に近い再資源

化率を達成しているのに対し、75%程度であるのが現状である１）。ここで、本研究において対象とした発生土

については、愛知県内各地での建設現場より搬入されたものであり、泥土の安定処理を行うにあたって、業務

の効率を考えて、コーン指数 800kN/m2を満足する 2)ように、経験的に 30ｍ3あたり 1ｔの生石灰（重量比 3%程

度）を混入し、分級処理することで改良している。このように、搬入された材料の質に関係なく同量の生石灰

を混入することは、品質のばらつきの原因であり、また、コスト削減の余地があるものと考えられる。 

そこで、本研究では適切に処理された建設汚泥改良土の土質特性を明らかにし、土構造物としての適用性を

調べるために、品質基準の統一化への方策の検討を行う。さらに、合理的な生石灰混入率を求めるために、一

軸圧縮強度との関係を明らかにしていくと共に、現場においては改良土の品質レベルがコーン指数で管理され

ているため、生石灰混入率とコーン指数との関係を明らかにしていく。 

２．試料について 

２．１改良土 

 改良土は平成 19 年 8 月、10 月、平成 20 年 1 月の 3

回にわたって採取し、2mm ふるい通過試料を対象にそれ

ぞれに対し密度試験、粒度試験、締固め試験、変水位透

水試験、一軸圧縮試験、一面せん断試験を実施した。そ

の結果、平均値として土粒子密度 2.61g/cm2，透水係数

1.25×10-5cm/s が得られた。また、図 1よりすべて細粒

分質砂（SF）に分類され、粒度調整により粘土分はほと

んど除かれていることが指摘できる。 

２．２未改良土 

未改良土は平成 19 年 10 月に採取した。採取した際は泥水状でありながらも自然含水比が 28.0%であったこ

とから、フォールコーンを用いた液性限界試験を行った。その結果、液性限界 26.0%より NP となった。塑性

限界は 18.3%であるため、含水比のコントロールが土質特性に大きく影響を及ぼすものと考えられる。そこで、

含水比を塑性限界から液性限界の間に設定し、また生石灰混入率を 0%，0.5%，1.5%と変化させて一軸圧縮試

験とコーン指数試験を行い、これらの関係について検証した。 

３．実験結果 

３．１ 一軸圧縮試験 

石灰混入率 0%の試験結果を図 2 に示す。図 2 より、含水比が大きくなるほど一軸圧縮強度が低下している

ことが見て取れる。また、含水比がわずか 0.04%変化したところで一軸圧縮強度が 5KN/m2も低下していること

から、含水比の変化が強度に大きく影響を与えていると考えられる。 
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 図 1 粒径加積曲線 
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また、石灰混入率 1.5%における一軸圧縮試験結果を図 3

に示す。含水比18.4%で一軸圧縮強度29.9KN/m2が得られた。

ここで、含水比が低い供試体において、圧縮ひずみが 1.5%

程度で破壊していることから、石灰混入による固化処理の

効果を確認することができる。石灰混入率 0%の結果と比較

すると約 2 倍の強度が発揮されている。含水比が 20%を超

えても石灰混入率0%の場合と同程度の強度が得られたため、

次は石灰混入率を 0.5%に設定し、一軸圧縮試験を行った。

その結果を図 4に示す。これより、石灰混入率 0%の結果と

ほとんど差が見られないことがわかった。 

３．２ コーン指数試験 

石灰混入率を 0%，0.5%と変化させ、それぞれにおいて含

水比も変化させて行ったコーン指数試験の結果を図 5 に示

す。ただし、石灰混入率 1.5%のケースは、22.8%であって

もコーン指数 800 KN/m2以上が得られたため、図に記載して

いない。図5より、この試験においても石灰混入率0%と0.5%

ではコーン指数に大きな差が見られないことがわかった。

また、図中の 2 ケース共に含水比が 23%を超えると、コー

ン指数が 200 KN/m2以下になってしまうが、ある程度含水比

が低い状態であればコーン指数が 800KN/m2 以上を維持で

きていることがわかった。 

そこで、石灰を混入せずに含水比を低下させて締固めた

供試体を飽和させて、コーン指数の変化を検証した。試料

の作製方法は、モールドに上板，底板を付け、吸水による

体積膨張を許さないという条件の下、含水比 18.7%、締固

め度 95%の供試体を飽和させる方法である。浸水後の飽和

度は 96%であった。この試料を用いてコーン指数試験を行

った結果、コーン指数 2000KN/m2程度が得られた。この結果

より、含水比を低下させて分級処理した材料においても、

飽和時のコーン指数が 800KN/m2以上を維持できているとい

うことは、必ずしも石灰混入が必要な処理でないことを示

唆している。 

今後は、石灰混入量を少しでも削減して、出荷時のコー

ン指数 800KN/m2を満足するように検証を行っていく。特に、

吸水による膨張を許容した場合においても強度が得られる

よう、裏込土や盛土等の曝露条件での有効活用の道を探っ

ていきたい。 
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図 2 応力～ひずみ曲線 （石灰混入率 0%） 
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図 3 応力～ひずみ曲線（石灰混入率 1.5%）
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図 4 応力～ひずみ曲線（石灰混入率 0.5%）
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  図 5 コーン指数～含水比の関係 
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